
ゲノム編集を活用した
トマトの成熟コントロール法の開発

技術の特徴

・トマトにゲノム編集法の一つであるCRISPR/Cas9法を適用し、これまでにない突然変異を創出する

ことに成功しました。

・約半世紀にわたって信じられてきた、成熟開始のメカニズムを大きく見直す発見ができました。

・高日持ちトマトの作出が期待できる変異を見つけました。

研究の内容

・一つの遺伝子において、違うタイプの変異を導入することで、全く違う性状のトマトができました。

今後の展開
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CRISPR/Cas9法の概要
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